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置賜自給圏通信Vol.3

一般社団法人 置賜自給圏推進機構 2015年（平成27年）初夏特別号

新しい年度を迎え、置賜自給圏推進機構は
これからもますます活動を広げていきます。
引き続き、ご支援、ご指導、ご協力をお願いいたします。

日本全国から世界から注目を集めています。置賜自給圏！
今、日本全国から講演依頼や新規会員
の入会があります。マスコミからも注目を
集めており、ますますの盛り上がりを見せ
ています。 会員数は2015年3月末現在、
置賜在住の方248件、置賜以外61件、合
計309件の個人、団体が参加していま
す。引き続き、仲間を増やしていきましょう！ 
よろしくお願いいたします。

　2015年6月18日（木）18：00～19：00。米沢市の山形大学工学部
米沢街中サテライトにて、第1回 置賜自給塾が開催されました。
　置賜自給塾とは、教育・人材育成部会の責任者である、高橋幸
司 山形大学工学部教授がコーディネーターとなり、地元を愛する
人、特に置賜に住む若い人たちを育てようとスタートしたもので
す。循環型地域社会づくりを学ぶ学習会で、地元を代表する方々
に講師になってもらい、参加者に置賜の素晴らしさを再認識して
もらうことが趣旨です。
　今回の講師は、高畠町有機農業提携センターで置賜自給圏の
代表理事の渡部務さんです。渡部さんたちが、40年前に有機農業
研究会を立ち上げたきっかけは、減反政策とオイルショックでし
た。機械化や化学肥料・農薬を多投した近代的農業は、減反政策
やオイルショックで大赤字になりました。仲間と議論し、これから
は自分たちで主体性を持って農業に取り組まないと生き残れな
いとの結論に至り、有機農業を始めたことなどをお話されました。
参加者は約25名。
　次回、第2回目は、2015年7月16日（木）18：00～19：00。山形大
学工学部米沢街中サテライトにて行います。講師は、高橋幸司 山
形大学工学部教授、テーマは「置賜のまちづくり」です。資料代500
円。どなたでも参加できますので、ご希望の方は、置賜自給圏推進
機構まで。　電話：0238-33-9355　marugake@gmail.com
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置賜自給圏推進機構の活動を広く地域住
民と団体等に浸透させていくために象徴
的なシンボルマークを募集いたします。
親しみやすく山形県置賜地区を象徴する
シンボルマークなら大歓迎です。

（1）募集内容：　置賜三市五町に相応しく、
置賜自給圏に相応しいシンボルマークで
あること。

（2）公募者はアマチュア、プロフェッショ
ナルを問いません。

（３）募集期間 ８月 17日まで。（到着厳守）

（４）審査　2015年８月下旬。

（５）発表　2015年８月30日。（置賜
自給圏発足１周年記念総会にて）

☆入選作品の作者には山形県置賜産の生
産品を贈呈します。

採用作品の作者には置賜産の四季折々の
生産品を一年間お届けします。

＊応募要項は、一般社団法人 置賜自給圏
推進機構のホームページを御覧ください。
http://www.okitama-jikyuken.com/
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置賜地方は、旧郡の置賜郡一帯に相当する
地域名称で、四方を奥羽山脈や吾妻山地、
飯豊山地などの山に囲まれている。 東は宮
城県や福島県福島市と接しており、北に山
形県村山地方、南に福島県会津地方、北西
に庄内地方、新潟県下越地方と接する。 置
賜地方は、庄内地方に河口を持つ最上川の
上流部にあたる米沢盆地と、下越地方に河
口を持つ荒川の上流部にあたる小国盆地
（小国町）の 2 つの流域があり、両者は出
羽山地の分水嶺で分けられる。 小国町は下
流の新潟県村上市などとの交流が盛んであ
るため、置賜地方は、小国町とその他の地
域の2つに大きく生活圏が分かれている。
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上杉鷹山公

置賜自給圏の
シンボルマーク
を募集！

2月14日実施の「酒
蔵列車」より

置賜自給圏推進機構の活動を広く
地域住民と団体等に浸透させてい
くために象徴的なシンボルマークを
募集します。詳しくは、置賜自給圏の
ホームページをご覧ください。講義をする 渡部務代表理事

8/30（日）総会にて　
最優秀作品 発表！

フラワー長井線 羽前成田駅 ３月14日「恋＆鯉イベント」より
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あなたはすでに部会に参加していますか？

部会の活動をご紹介します！地域資源循環農業推進部会

再生可能エネルギー＆
森林等、再生可能資源の利用活用研究部会

圏内流通（地産地消）推進部会

食と健康部会

活発に活動しており、頻繁に見学会も開催したり、将来は
物販事業も視野に入れているアクティブな部会です。渡
部務代表理事の即断、即決（独断？）が特徴です。

人気の高い２つの部会を合同で開催しています。注目
度の高い部会。責任者の江口さんが超多忙とあって、
現在は少し充電中。事業化と直接関わりのある部会で
これから大いに期待されています。

現在、学校給食の実態調査を行っている。地元の加工品
の開発や高齢者向け介護食の開発、米油の普及など、事
業の可能性がたくさんもっている部会。舟山さんのパワー
と髙橋さんの持つネットワークもこの部会の大きな魅力。

長年、学校給食の現場で培ってきたネットワークを持つ、カ
リスマ調理師佐藤さんの魅力満載の部会。食と健康がテ
ーマとあって部会に美味しいものが出てくるのが嬉しい。
いつも和気あいあいの楽しい雰囲気はこの部会の大きな
特徴です。

渡部　務（高畠有機農業提携センター）

江口忠博（漆工芸家）
秋津ミチ子（高畠共生塾）

舟山康江（農水省OB、前参議院議員）
髙橋　尚（生活クラブやまがた 代表理事）

佐藤由美子（生活クラブやまがた　理事）

菊地富夫（NPO法人白鷹町地域
再生ネット　理事）
村岡謙二（おきたま自然農業研究会）



  
 

 

 

 

 

3 

土と農に親しむ部会（身土不二の農舞台）

教育・人材育成部会

構想推進部会

塚田弘一（長井商工会議所 専務理事）
菅野芳秀（農業）

毎回、かなり真剣に議論が交わされ、具体的な事業、企画
を目指している部会。教育関係者などをゲストに読んだり
して、毎回のテーマがはっきりしています。「置賜自給塾」
講座や子どもの夏休み企画などを企画・実現しています。

置賜自給圏の広報セクションに位置づけられ、根幹を担う
テーマの部会。自給圏の認証マークや「置賜の地球遺産」
認定事業など、これからが期待される部会。

唯一、長井市で開催している部会で、大変活気のある部会。
置賜自給圏の中でも実際に自給自足を目指す人たちが集ま
り、具体的な試みを行おうとしている。フラワー長井線とのコ
ラボ企画などをどんどん開催していく予定。

髙橋幸司（山形大学 工学部教授）
後藤幸平（飯豊町 町長）

横山太吉（レインボープラン推進協議会
相談役）

一般社団法人 置賜自給圏推進機構 置賜自給圏通信Vol.3　2015年 初夏特別号

こんな企画もありました。

2015年1月20日（火）元カルビー社
長の松尾雅彦氏を囲んでの意見交
換会を置賜自給圏の事務所で行い
ました。

2015年1月2１日（水）理事会に長井
市の内谷重治市長とほんの木代表 
柴田敬三氏をお招きし、ミニ講演を
していただきました。

2015年1月2１日（水）飯豊町
のしらさぎ荘での新年会。
これが「酒蔵列車」に。
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キーワードは「交通と観光の自給」
と「食と農の自給」を繋ぐこと

【きっかけは置賜自給圏の新年会】
2015年2月14日のバレンタインデー。
今回の企画は、今年1月に開催された
置賜自給圏推進機構の理事会新年
会の席に（飯豊町しらさぎ荘）各理事
が生産した農作物を持ち寄り、鍋を囲
みなが食の自給について語り合ったこ
とから始まりました。

【置賜の食材の美味しさに絶句！】
この場の雰囲気や生産者であり置賜
自給圏機推進構の理事である皆さん
の苦労話や食と農業への熱い思いに
共感を覚え、そして何よりも食材の美
味しさに驚き、感動しました。「この感動
体験をもっと多くの方々へお伝えするこ
とができないか？」と理事の皆さんとア
イデアを出し合いました。そこで「交通
と観光の自給」と「食と農の自給」を繁
ぐというテーマが浮かび上がりました。

【置賜の素晴らしさを再発見！】
置賜自給圏推進機構の渡部務代表
が栽培されている啓翁桜で車内を装
飾し、置賜の地酒を飲みながら雪景色
と置賜自給圈の生産者の手作りの食
材と生産者の想いを共有。「列車を動
く媒体」として食の自給を発信して行く
ことが今回のねらいでもありました。

（前山形鉄道株式会社 代表取締役、
　　置賜自給圏 理事　野村浩志）

3月14日にも、羽前成田駅の駅舎にて、ホワイトデー
企画を行いました。今年の秋にも企画する予定もある
そうです。その時は皆様にもご案内をいたします。
ぜひ、美味しく、楽しい、置賜の魅力満載の「酒蔵列車」
に参加しようではありませんか？！

年会費の更新をよろしくお願いいたします。事務局より！

置賜自給圏推進機構
1周年記念総会
2015年8月30日（日）
長井市タスパークホテル
にて開催決定！
＊詳細決まり次第、会員の皆様へ
ご連絡いたします。

置賜自給圏の事業年度は４月１日～３月31日となってい
ます。新しい年度になりましたので、同封の振込用紙にて、
年会費の納入をお願いたします。
皆様の会費が置賜自給圏の活動の原資となりますので、ど
うぞよろしくお願いいたします。

発行日 ： 2015年（平成27年）6月３０日（火）
一般社団法人 置賜自給圏推進機構

〒992-0031　山形県米沢市大町四丁目5番48号 マツヤ書店ビル３F
TEL:0238-33-9355 FAX:0238-33-9354
http://www.okitama-jikyuken.com/

『恋とりっぷ』@山形おきたまパワースポット
王国プロジェクト事業に内定が決定！
経済産業省の地域資源活用ネットワーク形成支援事業に置
賜自給圏推進機構と生活クラブやまがた生活協同組合、株式
会社生活クラブ３社で共同提案をした上記事業に内定が決ま
りました！ 企画内容は10人ほどの30代女性を対象に、独身
女性が置賜の旅を満喫しながら「恋」にご縁があるように祈願
する旅です。南陽市、長井市を中心に山形鉄道沿線に美味し
い食事やワイン、お酒、農産品を楽しむ企画です。詳細が決ま
りましたら、またご報告いたします。
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ぜひ、置賜自給圏の
ホームページをご覧
くださいね。
さまざまなお知らせ、
部会の日程など
最新情報をチェック！！
www.okitama-jikyuken.com
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